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高山村議会議員 沖島 祥介            
質 問 事 項 質問の趣旨 

1.子育て世帯支援策

の一環として、奨学

金返済期間における

返還支援について 

村の無利子の奨学金制度は子育て支援において非常に良い制度だと思う。 
しかし、卒業後の返済が大変であるとの話をよく聞く。奨学金返済期間中に

村へＵターンした場合、その返済額に応じて支援していけないだろうか？ 
子育て世帯支援策の一環として、非常に有効であるし、総務省の特別交付税

措置も使えるのではないか。再度、奨学金返済期間における支援について質

問する。 
質問要旨と質問 

① 総務省は平成 27 年度から「奨学金を活用した大学生等の地方定着の促

進」を実施し、日本学生支援機構や地方公共団体から借入れた奨学金の返

還支援に地方公共団体が要した経費については特別交付税措置の対象とし

ている。その内容は、若者層人口が流出超過の都道府県及びその区域内の

市町村の場合は対象経費に 0.5 を、流入超過の都道府県及びその区域内の

市町村の場合は対象経費に 0.3 をそれぞれ乗じた額を特別交付税措置する

ものであるとあります。また、令和４年度から、流入超過の都道府県にあ

っても、過疎・離島等、条件不利地域を含む市町村については、人口減少

が著しい地域であることや、不利な地理的条件に置かれている地域である

ことを踏まえ、措置率を 0.3 から 0.5 に引き上げる拡充を実施しています。

国もいかに地方自治体の人口流出を防ごうとしているかが解ると思いま

す。市町村における奨学金返還支援に係る市町村の負担額（基金の設置は

不要）及び広報経費に対して特別交付税措置があり、対象者の要件は大学・

高校等を卒業後に当該地域に居住する事とあります。また、令和４年実施

自治体数 ３６都道府県６１５市町村が行っております。（長野県７７市町

村のうち４０市町村、過半数で実施） 
 本村においても該当するのではないかと思いますが、いかがでしょうか？ 
② 先日、民間組織「人口戦略会議」が発表した「消滅する可能性がある自

治体」の公表がありました。10 年前本村は入っていませんでしたが、今回

は残念ながら入ってしまいました。新聞記事で県市長会である花岡東御市

長は「各自治体がそれぞれの魅力づくりへ最善の努力をすべきだ」と書か

れていました。本村において、この奨学金返済支援は、改善策の一つにな

るのではないかと思いますが、いかがでしょう？ 
③ 子供が少ないとよく言われますが、一般家庭で子供を何人も生まないと

いうのは、「将来の教育費にお金がかかるから」という理由がかなりのウェ

イトをしめているのではないかと推察されます。本年度より小中学校の給

食費が無料になり、また、昨年度より実施の乳幼児のオムツ補助制度も大

変喜ばれております。そこで奨学金返済支援策を取り入れることにより、

「子供が生まれてから、成人になるまで将来にわたって子育て支援策がし

っかりしている村」として今後、高山村をＰＲしていってはいかがでしょ

うか？ 
 



※ 質問の趣旨・要旨は、わかりやすく記載するようご配慮ください。 

質 問 事 項 質問の趣旨 
2.フクイハラコンポ

の存続に向けて、自

前で牛糞を調達して

はどうか 

昭和５７年、全国に先駆けて取り組んだ「環境保全型農業推進の村」とし

てうたったなかに「資源の再利用、農地に還元」としてフクイハラコンポが

あります。しかしながら現在、原料の一つである家畜（牛）糞の減少により、

フクイハラコンポの供給量が非常に少なくなっております。最大の原因は村

内の畜産農家の減少です。村外からの牛糞の調達も難しいと聞いております。

ならば、村で新たに牧場をつくり、自前で畜産農家を育てていくしかないと

思います。また、新たに畜産業を行うことにより、新たな雇用促進策にもな

るかと思います。環境に優しい高山村として自負と誇りをもって取り組んで

はいかがでしょうか？ 
 

質問要旨と質問 
①直近の牛糞の搬入実績はいかほどでしょうか？ 
②平成２３年度のフクイハラコンポの製造量は 715ｔが令和 4 年は 7 割減と

なる 226ｔとありますが、直近は如何ほどでしょうか？  
③地力増進施設は多額の費用を使って整備完了しました。しかし、牛糞が無

くては供給体制が追いつきません。ついては福井原に牧場を造るのが効率

的にも非常に良いと思いますがいかがでしょうか？また、次期の「県営中

山間地域農業農村整備事業」に、ＪＡほか民間の酪農関係企業、畜産関係

大学など様々な方々と協力して新しい畜産整備事業としてとらえることが

出来ないでしょうか？また、畜産業という新たな雇用機会も生まれると思

いますが、いかがでしょうか？ 
④フクイハラコンポを増産して、本村の果樹、野菜栽培等にこれまで以上に

積極的に利用してもらい、「環境保全型農業推進の村」として取り組んで、

確固たる地位を確保していくのはいかがでしょう？ 
質 問 事 項 質問の趣旨 

3.マイナンバーカー

ド活用について 
マイナンバーカードのメリットとして、行政の効率化に資するとともに取

得された方々への行政サービスの利便性の向上を図ることが本来の重要な目

的とありますが、今現在、コンビニ交付サービス以外、目立った動きがあま

りないように感じますが、どのような政策の上で進めているのか？以下、質

問いたします。 
 

質問要旨と質問 
①今現在、本村におけるマイナンバーカード取得率は何％ですか？ 
②行政の効率化に対しては、どのようなことがあげられますか？ 
③Ｒ４年９月議会の私の一般質問の住民税務課長の答弁において、「ＤＸ推進

計画を策定し、市町村へのオンラインシステム接続の必須条件として子育

て、介護関係２６の手続きのほか、図書カードなど身近な生活に利用でき

る事柄、その他優先的にオンライン化を進める１７の手続きについて、利

用を希望される方々に早く使用いただけるよう努めてまいりたい。」と答弁

されておりますが、実現できているものをあげてください。 
④私はマイナンバーカード一枚持てば、本村のあらゆるサービスが受けられ

る利便性のあるものを望んでおりますが、今後どのような政策の実現から

進めていくのか？優先順位をつけてお答えください。 
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